




報告書発刊にあたって

　2019 年 4 月から、中部大学日本伝統文化推進プロジェクトが始まりました。日本の伝統文

化に親しむ機会の少ない学生たちに、ぜひともすぐれた本物の伝統文化を身近で触れてもら

いたい、そうした飯吉理事長の意を受けての始動です。

　もとよりこれまで中部大学で、伝統文化に関わる活動がなかったわけではありません。た

だいずれも学科等の学内組織による個別の活動におわっていました。それを一定の理念のも

と、計画性をもって運営する大学の文化プロジェクトにしていきたいとの思いがありました。

何よりも大学は先進的な知を集積し文化の創造と発信をする拠点です。わが国には、先人た

ちが積み上げてきた文化の豊かな蓄積があり、それへの敬意をもって継承するのも、私たち

大学人の務めでもあります。

　本プロジェクトはいくつかの願いを込めております。まず何よりも、中部大学の文化性豊

かな学風づくりに貢献すること、そして、学生たちが伝統文化に深い理解をもつ教養豊かな

国際人として育ってほしいこと、さらに加えて、中部大学が地域の知の拠点として、外に向

けて積極的に文化発信をしていくことであります。

　活動初年度のこととて、企画運営にあたる私どもも試行錯誤の連続でした。これまでの本

学での経験を踏まえつつ、新たな取り組みについても議論を重ねて、何とか一年を越えてき

ました。ここにその活動をまとめて報告書といたします。各位のご批正やご助言をいただけ

ることを期待いたしております。

　最後になりましたが、ご無理なお願いにも応えてくださった学内外の皆さまにあらためて

お礼申し上げます。また本プロジェクトの活動を支えてくださった本学の教職員および学生

各位にも、感謝申し上げます。

2020 年 3 月

中部大学日本伝統文化推進プロジェクト長

副学長　辻本雅史
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活動一覧
　

■能楽鑑賞会　「舞囃子『野宮』『葵上』」

� 日　時：5 月 22 日（水）15 時 20 分～ 16 時 50 分

� 場　所：三浦幸平メモリアルホール

� 講演者：久田勘鷗氏、久田三津子氏、他

� 参加者：316 名（学生 228 名、一般 58 名、教職員 30 名）

■日本舞踊講演会「日本舞踊の伝統と革新」

� 日　時：6 月 26 日（水）15 時 20 分～ 16 時 50 分

� 場　所：不言実行館アクティブホール

� 講演者：西川千雅氏、西川まさ子氏

� 参加者：169 名（学生 132 名、一般 21 名、教職員 16 名）

■原田凍谷先生　書道展

� 日　時：10 月 23 日（水）～ 11 月 30 日（土）

� 場　所：不言実行館コモンズセンター

■落語・講談鑑賞会「話芸の世界」

� 日　時：11 月 6 日（水）15 時 20 分～ 16 時 50 分

� 場　所：不言実行館アクティブホール

� 講演者：柳家花いち氏（落語）、旭堂鱗林氏（講談）

� 参加者：201 名（学生 170 名、一般 10 名、教職員 21 名）

■歌舞伎講演会「東濃地方の地芝居」

� 日　時：12 月 4 日（水）15 時 20 分～ 16 時 50 分

� 場　所：2811 講義室

� 講演者：安田文吉氏

� 参加者：102 名（学生 82 名、一般 9 名、教職員 11 名）

■日本伝統文化講座（古典文学研究、能楽・日舞お稽古）

� 日　時：（春学期）毎週金曜日　13 時 35 分～ 15 時 05 分　計�8 回

� � ��（秋学期）毎週金曜日　15 時 20 分～ 16 時 50 分　計 10 回

� 場　所：2521 講義室、ダンススタジオ

� 講　師：岡本聡教授（6 回）、久田勘鷗氏（6 回）、西川まさ子氏（6 回）

- 3 -



能楽鑑賞会
舞囃子『野宮』『葵上』 
講　話　久田　勘鷗（シテ方観世流能楽師）
舞囃子　「野宮」久田勘鷗
舞囃子　「葵上」久田三津子（シテ方観世流能楽師）

　5 月 22 日（水）に三浦幸平メモリアルホールにおいて、久田勘鷗師、久田三津子師による

能楽鑑賞会が行われた。

　久田勘鷗師は名古屋観世会の代表であり、久田観正会を主宰される能楽師で、名古屋を拠

点に活躍されている。本学における久田師の能楽鑑賞会は、2012 年に日本語日本文化学科の

行事として開催したのが始まりである。その後、人文学部の学部共通科目「グローバル人文学」

や同学部他学科の「スタートアップセミナー」に組み込まれるようになり、今では人文学部

の恒例行事となっている。
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　しかし、人文学部以外の学生たちは日本の伝統文化に親しむ機会が少なく、伝統文化に関

わる活動がほとんど行われていない。そこで、2019 年度からは日本伝統文化推進プロジェク

トが中心となり、全学を対象とした能楽鑑賞会を開催することになった。

　これまでの鑑賞会では、謡の体験、能

面の解説、装束の着付け実演、お囃子の

楽器紹介など、能楽についての講話や

ワークショップが行われてきた。今回も

能面や装束についての解説があり、続い

て『源氏物語』に題材をとった舞囃子「野

宮」と「葵上」が上演された。

　「野宮」は、六条御息所の霊が嵯峨野

の野宮の旧跡に現れ、光源氏との恋を回

想するという、夢幻能の代表作である。

「葵上」は、六条御息所の嫉妬の生き霊

が光源氏の正妻の葵上を苦しめ、鬼形と

変じて法力と抗争するという、女性心理

の深層に潜む嫉妬の恐ろしさを描いた

名作である。

　能楽が 2008 年にユネスコの世界無形文化遺産に指定されたことにより、学生たちには世

界に誇るべき日本の伝統芸能という認識はあるが、多くの学生は今まで一度も能楽に接した

ことがなく、興味がなかったようだ。しかし、学生の感想文を読むと、今回の鑑賞会を機に

関心をもつようになったという意見が多く、物の怪に苦しむ葵上を舞台に延べた１枚の小袖

で表現する演出や、場面を際立たせる囃子方の演奏、能面の表情などに興味をもつ者や、六

条御息所の心の揺れに共感する者などがいた。また、日本伝統文化講座に参加して能楽の指

導を受けたいという学生もおり、有意義な鑑賞会であった。
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日本舞踊の伝統と革新
講　話　西川千雅（日本舞踊西川流四世家元）
実　演　西川まさ子

　2019 年 6 月 26 日（水）、不言実行館アクティブホールにて、日本舞踊家西川千雅氏と、西

川まさ子氏による講演会を開催した。

　西川流は江戸時代中期に江戸で興った流派であり、日本舞踊の五大流派のひとつに数えら

れる。天保 12 年（1841）には、名古屋に移った西川仁蔵が初世西川鯉三郎を名乗り、名古屋

西川流を創流した。講師を務められた西川千雅氏はその四世家元であり、姉の西川まさ子氏

は家元補佐として活躍されている。

　西川千雅氏は、幼稚園より高校まではアメリカンスクールで学び、その後、ニューヨーク

の美術大学に留学された経験があり、また舞踊のほか、舞台、ドラマにも出演され、様々な

プロデュースを行うなど、伝統芸能である日本舞踊の世界では異彩を放つ存在である。そこで、

伝統芸能における将来への展望について、西川氏ならではのお考えを伺いたく、「日本舞踊の

伝統と革新」と題する講演会を開催することになった。

- 6 -



　講演会は、西川氏の甥である西川カーク氏（西川まさ子

氏長男）主演の動画紹介から始まった。これは「THE�

ART�OF�AMAZING� 4K�FILM�COMPETITION�2014」

においてグランプリを受賞した作品で、歌舞伎の「連獅子」

における白頭の舞い姿と、隈取りの逆再生で映し出された

素顔との対比が実に印象的だった。西川氏はこのフィルム

を導入として話を歌舞伎から日本舞踊へと展開され、その優美で繊細な動きや表現技法につ

いて、西川まさ子氏の実演を交えながら説明された。初めは神妙に聞いていた学生たちであっ

たが、西川氏の軽妙な語り口で、会場は明るい雰囲気に包まれた。

　講演会の後半では、日本舞踊の所作をもとにしたエクササイズが披露された。これは、西

川流三世家元西川右近氏によって創案されたもので、現代人に必要な有酸素運動・筋力トレー

ニング・ストレッチがバランスよく配されたエクササイズ

である。西川流ではこれを NOSS（NIHON・ODORI・

SPORTS・SCIENCE）と命名し、その普及活動に努めてい

る。会場では参加者全員が立ち上がり、西川氏の指導の下

にエクササイズを試みた。その動きは、着物姿であったなら、

日本舞踊のようでもある。短時間ではあったが、リフレッ

シュの効果は十分にあった。高齢化社会にあっては、健康増進・維持にも役立つであろう。

　伝統文化は先人からの遺産である。これを受け継ぐことは、精神的なあり方をも継承する

ことになり、非常に意義深いことである。しかし、変化する現代社会の中で頑なに旧態を維

持しようとすれば、先人の遺産も消耗し、疲弊してしまうおそれがある。伝統を保持するには、

その時代の社会性や、将来への展望を意識することが大切である。このような視点からいえば、

西川流の NOSS は、日本舞踊の発展、普及に新たな可能性をもたらすものといえよう。

　参加した学生の大半は、今まで日本舞踊に関わったことがなく、伝統芸能を敷居が高いも

のと思っていたようであるが、今回の講演会と

ワークショップで認識を改めたようである。更

に、西川まさ子氏による本学での稽古を希望す

る学生もあらわれ、喜ばしいことである。
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講談と落語の世界
第一部　講談の世界　旭堂鱗林　　「藤井聡太物語」
第二部　落語の世界　柳家花いち�　「だくだく」

　2019 年 11 月 6 日（水）、不言実行館アクティブホールにて、講談師の旭堂鱗林さんと落語

家の柳家花いちさんを迎え、日本の伝統話芸の公演会を開催した。
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　旭堂鱗林さんは、上方講談協会に

所属する講談師で、名古屋の大須演

芸場などで活躍されている。出演を

依頼したとき、演目は『太閤記』の

「日吉丸の誕生」であったが、公演

会直前の打ち合わせで創作講談「藤

井聡太物語」をお願いすることに

なった。急な申し出にも関わらず快

諾してくださり、会場の参加者にも了承していただいた。

�　「私はねえ、あの子に傘貸したんだでねえ」と、地元ならではの名古屋弁による自慢話か

ら始まり、藤井七段が将棋棋士になるまでのエピソードを講談の語り口で披露され、会場は

熱気の中でも終始和やかな雰囲気に包まれていた。

　柳家花いちさんは、柳家花緑を師匠

とする江戸落語のホープである。�東京

都北区文化振興財団が主催する第 30 回

北とぴあ若手落語家競演会において奨

励賞を受賞されている。古典落語に加

え、自作の新作落語も手がけているが、

今回の演目は古典落語の「だくだく」

であった。これは、家財道具の一切を

古道具屋に売ってしまった男が、引っ越し先に何もないため、壁、床、天井に白い紙を貼り、

近所の画家に豪華な家具や日用品などを細密に描いてもらうが、夜更けに泥棒が忍びこみ、

絵とは知らずに盗もうとする話である。枕、本題、下げという構成の本格的な落語を披露し

ていただいた。

　当日実施したアンケートによれば、参加した学生のほとんどが初めて生の講談、落語を聞

いたという。参加してよい経験をした、またこのような機会をもうけてほしいという意見も

多く、この公演会を機に話芸に少なからず関心をもってもらえたようであった。
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歌舞伎講演会
「東濃地方の地芝居」 
安田文吉（南山大学名誉教授、東海学園大学特任教授）

　12 月 4 日（水）に 2811 講義室において、安田文吉氏による「東濃地方の地芝居」と題す

る講演が行われた。講演では、南山大学や、東海学園大学で行われている学生歌舞伎のあり

さまなども紹介しながら、東濃地方の地芝居の話を中心に、時には自らの幼少期の日本舞踊

や常磐津の稽古などの話もからめてお話しされた。安田文吉先生のキャラクターや軽妙な話

術に負うものもあるのだろうが、学生達の反応は良かった。特に、同世代の学生達が、卒業

論文の代わりに歌舞伎をするという南山大学や東海学園大学での試みが興味深かったように

感じられた。
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原田凍谷先生　書道展
　書の小作品を部屋に飾りたい。

　今回は前回に続き「書と色彩」をテーマに、日本的美の漆塗りから額全体を塗りで作り、

シンプルで素材の良さが伝わるものを制作いたしました。

　各自で設計した額です。自分の作品は額装も含めて自分の作品の完成を目指します。

　これまで今の生活空間に合う、表現・表具を求めて、種々な取組みを続けてきました。

　家具とのコラボレーションやオランダ・デンマークの国をテーマにしたインテリア演出等、

自分の作品のイメージに合う表具を作者自らが作ることを挑戦しています。

　筆の毛の活躍を古典から学び、腕、手首、指の動きを自分の中に取り込むことで各々の運

筆が、深まっていくと信じます。会場にお越しいただき、ご観覧ありがとうございます。

　この展覧会を研鑽ある心の糧にしてこれからも「今欲しい書」を求めていきたいと思います。

令和元年十月吉日　原田凍谷

（当日のごあいさつ、原文のまま）
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5 月 10 日 13：35 ～ 15：05 古典文学研究会 岡本聡氏 2521 講義室

5 月 24 日 13：35 ～ 15：05 古典文学研究会 岡本聡氏 2521 講義室

5 月 31 日 13：35 ～ 15：05 能楽の稽古 久田勘鷗氏 ダンススタジオ

6 月 7 日 13：35 ～ 15：05 古典文学研究会 岡本聡氏 2521 講義室

6 月 14 日 13：35 ～ 15：05 能楽の稽古 久田勘鷗氏 ダンススタジオ

6 月 21 日 13：35 ～ 15：05 古典文学研究会 岡本聡氏 2521 講義室

6 月 28 日 13：35 ～ 15：05 能楽の稽古 久田勘鷗氏 ダンススタジオ

7 月 5 日 13：35 ～ 15：05 日本舞踊の稽古 西川まさ子氏 ダンススタジオ

7 月 12 日 13：35 ～ 15：05 日本舞踊の稽古 西川まさ子氏 ダンススタジオ

7 月 19 日 13：35 ～ 15：05 天文台ツァー 井上徳之氏 天文台

2019年度春学期

9 月 27 日 15：20 ～ 16：50 古典文学研究会 岡本聡氏 2531 講義室

10 月 4 日 15：20 ～ 16：50 日本舞踊の稽古 西川まさ子氏 ダンススタジオ

10 月 11 日 15：20 ～ 16：50 日本舞踊の稽古 西川まさ子氏 ダンススタジオ

10 月 18 日 15：20 ～ 16：50 能楽の稽古 久田勘鷗氏 ダンススタジオ

11 月 8 日 15：20 ～ 16：50 古典文学研究会 岡本聡氏 2531 講義室

11 月 15 日 15：20 ～ 16：50 日本舞踊の稽古 西川まさ子氏 ダンススタジオ

11 月 22 日 15：20 ～ 16：50 能楽の稽古 久田勘鷗氏 ダンススタジオ

11 月 29 日 15：20 ～ 16：50 日本舞踊の稽古 西川まさ子氏 ダンススタジオ

12 月 6 日 15：20 ～ 16：50 古典文学研究会 岡本聡氏 2531 講義室

12 月 13 日 15：20 ～ 16：50 能楽の稽古 久田勘鷗氏 ダンススタジオ

2019年度秋学期

日本伝統文化講座
　春学期、秋学期を通して、ダンススタジオにおいて、「日本伝統文化講座」の一環として、

能楽と日本舞踊の稽古が開催された。全学に向けて開講した。春学期は四十人前後の学生が

参加したが、秋学期は授業などと重なってしまい、十人を切る人数で行われた。２０２０年

度からは、「日本の歴史と文化」という授業の中で、全学の学生に向けて、同様の日本伝統

文化講座を実施する予定である。
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日本伝統文化講座　
日本舞踊お稽古

　中部大学ダンススタジオにおいて、春学期、秋学期を通して、西川流家元代理西川まさ子

先生によって、日本舞踊のお稽古が行われた。最初は、正しいお辞儀の仕方から始まり、着

物の着方なども教えていただいた。秋学期の終わりのころには、一曲を通して踊る事が出来

るようになった学生達もいた。

能楽お稽古

　中部大学ダンススタジオにおいて、春学期、秋学期を通して観世流能楽師の久田勘鷗師に

より、能楽のお稽古が行われた。｢ 猩猩 ｣ について、舞と謡の実践的講義が行われた。

- 13 -



CLOSE UP
Build, Learn, and Fly

― 飛行機を作って学ぶ新しい航空人材育成 ―
伝統文化推進プロジェクトの始動

「東京事務所」から「東京サテライトオフィス」に名称変
更しました
ACCADEMIA
次世代固体酸化物形燃料電池用新規空気極材料の開発

― 稼働温度を200℃低減へ ─
IPM で作物の収穫量を増やす持続的食糧生産の実現を目指す
筋肉の収縮を説明する数理モデルを開発

─ 1つのモデルで人と昆虫の横紋筋の動きを再現 ─
気圧の変化を感じる場所が内耳にあった

― 気象病や天気痛の治療法応用に期待 ―

私の一ドラマ
海外ドラマで異文化を知る
WAVE
昭和～平成～令和　新時代へ…
MY NOTE
新しい会計報告パラダイムシフト

―「会計の終焉」を乗り越えて―

私の授業づくり
学生をアシストする「問いかけ」

―「日本語スキル A」を通して―

コラボ
図書館サポーター

― 学生協働による図書館の魅力 UP プロジェクト ―

２０１９．１０

中
学

部
校

大
法

学
人

No.146

中部大学春日丘高校体育祭

中部大学第一高校「一高祭」

中大連携講座 中部大学春日丘中学校合唱コンクール

中部大学フレッシュマンキャンプ
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　2019年4月から、飯吉厚夫理事長の意
を受け、「中部大学日本伝統文化推進プ
ロジェクト」が始動した。そのために
「推進委員会」を設置、山田公夫理事を
顧問に迎え、人文学部や工学系の教員
の協力も得て、事務は人文学部事務室
が担っている。

なぜいま、日本伝統文化なのか

　中部大学には、日本の伝統文化に関
わる公認の学生クラブ活動に、茶道部・
書道部・将棋部がある。それに運動系
のクラブを加えても、伝統文化に十分
に親しんでいるとはいいにくい。本学
は、工学系大学の DNAを継承した要
素もあり、伝統文化にまで目が向きに
くい面があるのかもしれない。しかし
「伝統文化離れ」現象は本学だけの現象
ではなく、今の若者に通底しているよ
うだ。グローバル化の時代、もう古い
日本文化などは用済みなのだろうか。
　大学は先進的な知を集積し、文化の
創造と発信をする拠点である。人間的
魅力に満ちた豊かな教養人育成という
大学の使命を考えれば、学生たちに本
物の文化に触れさせることも大学の使
命である。
　日本の「伝統文化」といえば、能楽、
日本舞踊、歌舞伎、茶道、華道等が想
起されよう。それらはもちろん歴史の
中で洗練され時代を越えて根付いてき
た誇るべき伝統文化に違いな
い。
　いまグローバル化が、地域の
足元から進行している。異文化
体験が日常化しているといって
もよい。異文化に触れた時、私
たちは、「自分はいったい何者
か」が問われてくる。今の私た
ちは、祖先から積み上げられて

重要無形文化財保持者の久田勘
かんおう

鷗先生
の講演と演能が行われ、334人の参加を
得た。6月には「日本舞踊の伝統と革新」
と題して、世界を舞台に活躍中の西川
流四世家元・西川千

かずまさ

雅先生と西川まさ
子先生による日本舞踊講演会とワーク
ショップを行い、169人の参加を得た。
その後、久田先生と西川先生には、学
生に定期的にお稽古をつけていただい
ている。これがクラブ活動に繋

つな

がって
いくことを願っている。
　秋学期にもいくつかの活動を企画し
ている。大学祭前後に、書家の原田凍
谷先生（人間力創成総合教育センター
講師）の作品展、11月6日に落語家柳家
花いち先生と講談師旭

きょくどう

堂鱗
りんりん

林先生を招
いた落語・講談鑑賞会、12月4日に歌舞
伎や常磐津節研究で著名な安田文吉先
生（南山大学名誉教授）の講演が決まっ
ている。その他に、殺

た て

陣、百人一首、
俳句等、多彩な企画を検討中である。
　本学は春日井市で唯一の大学で、ま
た東濃地区まで広げても存在感のある
大学である。まさに「知（地）の拠点」
として、伝統文化の創造と発信にも努
め、先人たちが育んできた本物の文化
を学生たちが身に付け、教養豊かな国
際人に育ってほしい、そうした願いを
込めて、日本伝統文化推進プロジェク
トをより一層、進めていく。期待して
いただきたい。

きた文化の延長上にあり、それが目に
見える形で示されているのが、こうし
た「伝統文化」に他ならない。伝統文
化は「過去の遺産」だから大事なので
はない。今の私たちの感じ方や考え方、
身のこなしから言語活動まで含めて、
目に見えるか否かを越えて、今の私た
ちを作っているすべてが「伝統文化」
と考えてよい。地球一体化が進めば進
むほど、日本とは、日本文化とは何か、
それが問われてくる。国際社会の中で
それを説明できなければ教養人とみな
されることはない。いま、学生たちに
本物の伝統文化に接し自ら体験しても
らいたいと願うゆえんである。

伝統文化を体験する

　茶道を例に考えてみよう。茶道は喫
茶という単純な行為でありながら、そ
こにはさまざまなな設

しつら

えがある。茶室
という建築空間、床の間の掛軸（書画類）
や生花、茶碗・茶

ちゃせん

筅等の工芸品、菓子、
そして詳細な礼儀作法など身体で表現
される決まり事とその型、もてなしの
心の構えから深い禅の精神にいたるま
で、あらゆる伝統文化が凝集して込め
られている。それは身をもって体験す
ることで理解できる。だから学生が自
ら体験することが何よりも大事である。
　すでに5月には「能楽鑑賞会」を開
催、名古屋の観世流能楽の第一人者で

4 ANTENNA No.146　2019.10

伝統文化推進プロジェクトの始動

辻本雅史中部大学　副学長

日本舞踊講演会能楽鑑賞会
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212No.
November 2019s ince  1967

ウプトとは、古代エジプトのヒエログリフ
（象形文字の一種）で、「伝達する人」の意
味。エジプト古王国の碑文などに見られ、
19世紀初めにフランスのシャンポリオンが
解読している。

特 集 11月2日に行われた4時間自転車耐久レース

Hack U 中部大学を
Yahoo！ JAPANと開催

学校法人中部大学は2018年12月、
創立80周年を迎えました。
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09

岡
本
　
は
じ
め
に
、辻
本
先
生
か
ら
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
を
お
話
し
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

辻
本
　
大
学
は
、地
域
に
お
け
る
知
の
拠
点
。で
す
か
ら
、文
化
の
創
造
と
発

信
を
し
て
い
く
拠
点
で
も
あ
り
ま
す
。そ
の
意
味
で
、大
学
は
伝
統
文
化
を
発

信
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。そ
の
た
め
に
皆
さ
ん
に
は
、本
物
の

文
化
に
触
れ
て
、体
験
し
、体
験
し
た
こ
と
を
語
る
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
、飯
吉
厚
夫
理
事
長
・
総
長
の
発
案
で
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
最
近
の
学
生
た
ち
は
、日
本
の
伝
統
文
化
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
い
よ
う

で
す
。グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、日
本
の
伝
統
文
化
を
よ
り
自
覚
的

に
私
た
ち
は
感
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。日
本
文
化
を
知
り
、そ

れ
を
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、文
化
だ
け
で
な
く
、自
分
自
身
が
何
者
で

あ
る
か
分
か
る
よ
う
に
も
な
り
ま
す
。異
文
化
が
鏡
に
な
り
、そ
こ
に
自
分
が

映
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。今
ま
で
自
分
が
何
気
な
く
や
っ
て
き
た
こ
と
が
、そ

の
鏡
を
通
す
と
、日
本
だ
け
の
も
の
の
考
え
方
だ
っ
た
り
、習
慣
だ
っ
た
り
す

る
こ
と
が
見
え
て
く
る
わ
け
で
、い
わ
ば
自
分
発
見
の
た
め
の
作
業
と
い
う
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。

小
林
　
私
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
に
つ
い
て
二
つ
考
え
ま
し
た
。一つ
目

は
、日
本
古
来
の
精
神
を
伝
統
文
化
を
通
し
て
学
ぼ
う
と
い
う
こ
と
。二
つ
目

は
、2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
参
画
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
能
が
認
定
さ
れ
た
こ
と
で
、今
、こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
日
本
の
能
を
は
じ

め
、伝
統
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。私
た
ち
が
学
び
、

社
会
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

岡
本
　
今
後
国
の
方
針
と
し
て
、日
本
固
有
の
伝
統
や
文
化
に
関
す
る
教

育
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
す
。し
か
し
そ
れ
を
十
分
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
る

人
材
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、今
後
を
見
越
し
た
動
き
と
も
言
え
る
と
思

い
ま
す
。そ
れ
で
は
、こ
れ
ま
で
の
講
演
や
、お
稽
古
を
体
験
し
て
い
か
が
で

し
た
か
？

山
口
　
伝
統
文
化
は
近
寄
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、日
本
舞
踊

の
先
生
に
、「
他
の
踊
り
と
同
じ
よ
う
に
考
え
て
み
て
」と
声
を
掛
け
て
い
た

だ
き
、か
し
こ
ま
ら
ず
に
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。先
生
の
踊
り
が
き

れ
い
で
、姿
勢
な
ど
、日
本
人
と
し
て
の
美
意
識
も
教
え
て
い
た
だ
き
、た
め

に
な
る
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

渡
邊
　
は
じ
め
は
、能
や
日
本
舞
踊
の
こ
と
は
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。で
も
、能
と
日
本
舞
踊
の
体
験
で「
す
り
足
」を
し
た
時
に
、中
学
校
3
年

間
や
っ
て
き
た
剣
道
と
根
底
に
あ
る
身
の
こ
な
し
は
同
じ
だ
と
気
付
い
た
の

は
発
見
で
し
た
。

伊
藤
　
僕
も
伝
統
文
化
に
触
れ
る
機
会
が
今
ま
で
な
か
っ
た
の
で
、ど
う
い

う
も
の
な
の
か
詳
し
く
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。で
も
、能
の
公
演
を
見
せ
て

い
た
だ
い
た
と
き
に
、般
若
の
面
を
先
生
が
つ
け
た
瞬
間
、雰
囲
気
が
ガ
ラ
っ

と
変
わ
っ
て
、ち
ょ
っ
と
怖
い
な
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。そ
こ
に
は
日

本
人
と
し
て
、ど
う
い
う
も
の
を
怖
い
と
感
じ
る
か
が
備
わ
っ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。

小
山
　
私
は
能
と
日
本
舞
踊
を
体
験
し
て
、食
わ
ず
嫌
い
を
し
な
い
で
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。実
際
に
稽
古
を
体
験
し
て
み
る

と
、一つ
一つ
の
所
作
に
意
味
が
あ
り
、そ
の
意
味
を
理
解
し
な
が
ら
踊
っ
て
い

く
と
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

小
林
　
能
も
日
本
舞
踊
も
そ
れ
ぞ
れ
の
動
き
に
意
味
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
の
で
、今
後
見
る
機
会
が
あ
っ
た
ら
、も
っ
と
楽
し
め
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。以
前
よ
り
親
近
感
が
湧
き
ま
し
た
。

岡
本
　
日
本
伝
統
文
化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、井
上
徳
之
先
生（
超
伝

導
・
持
続
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）や
高
丸
尚
教
先
生（
ロ

ボ
ッ
ト
理
工
学
科
教
授
）な
ど
理
系
の
先
生
方
も
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
い
ま
し

て
、文
理
融
合
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
一
環
で
天

文
台
に
行
き
ま
し
た
が
、い
か
が
で
し
た
か
。

山
口
　
最
近
理
系
の
事
柄
に
触
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、3
D
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
で
宇
宙
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
新
鮮
で
し
た
。

伊
藤
　
理
系
科
目
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
、ず
い
ぶ
ん
離
れ
て
い
ま
し
た
が
、星

座
が
季
節
や
方
角
を
表
す
た
め
に
も
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、十
二
支
や
十
干

に
も
つ
な
が
る
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
敬
遠
し
て
き
た
理
系
分
野

で
し
た
が
、改
め
て
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

小
林
　
も
と
も
と
宇
宙
や
星
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
が
、文
系
で
は
そ
う
し

た
勉
強
は
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。ま
た
、2
年
生

の
時
に『
地
球
を
観
る
』と
い
う
講
義
を
受
け
ま
し
て
、そ
の
時
に
学
ん
だ
こ

と
が
出
て
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

辻
本
　
秋
学
期
に
も
い
ろ
い
ろ
企
画
し
て
い
ま
す
。落
語
、講
談
な
ど
の
語
り

の
伝
統
文
化
で
す
。そ
れ
か
ら「
殺
陣
」を
、小
川
順
子
先
生（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
教
授
）に
お
願
い
し
て
、講
演
と
実
演
が
か
な
う
と
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、百
人
一
首
も
や
り
た
い
で
す
ね
。言
葉
は
文
化
を
凝
縮

し
た
一つ
の
結
晶
体
だ
と
思
い
ま
す
か
ら
。

岡
本
　
今
後
こ
ん
な
講
座
が
あ
っ
た
ら
良
い
と
思
う
の
は
何
で
し
ょ
う
か
。

高
久
　
中
学
生
の
時
に
、和
太
鼓
部
に
入
っ
て
い
た
の
で
、和
太
鼓
を
使
っ
た

企
画
が
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

山
口
　
古
画
模
写
を
し
て
み
た
い
で
す
。竹
久
夢
二
美
術
館
と
横
山
大
観
記

念
館
に
行
っ
て
き
た
の
で
す
が
、絵
画
の
世
界
に
あ
ま
り
縁
が
な
い
の
で
、模

写
体
験
し
て
み
た
い
で
す
。

渡
邊
　
僕
は
ぜ
ひ
書
家
の
原
田
凍
谷
先
生（
人
間
力
創
成
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
講
師
）の
書
道
を
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

伊
藤
　
中
部
大
学
は
自
然
が
豊
か
な
の
で
、動
物
で
も
植
物
で
も
い
い
の

で
す
が
、そ
う
し
た
も
の
に
関
し
て
の
講
演
な
ど
を
し
て
い
た
だ
い
て
、感

性
や
美
的
感
覚
を
磨
く
も
の
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

小
山
　
伝
統
文
化
に
触
れ
る
ツ
ア
ー
を
し
た
ら
楽
し
そ
う
で
す
ね
。美
術
館

に
行
っ
た
り
、例
え
ば
能
の
中
に
出
て
く
る
建
物
だ
っ
た
り
、関
連
し
た
も
の

を
巡
る
ツ
ア
ー
が
あ
れ
ば
楽
し
い
し
、理
解
も
深
ま
る
と
思
い
ま
す
。

小
林
　
高
校
の
時
に
茶
華
道
部
が
あ
っ
て
、七
夕
の
時
期
に
部
活
動
ご
と
に

お
茶
会
に
呼
ば
れ
て
、お
茶
を
た
て
て
も
ら
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。大
学
に

も
茶
道
部
が
あ
る
の
で
、気
軽
に
伝
統
文
化
を
感
じ
ら
れ
る
企
画
が
あ
る
と

良
い
と
思
い
ま
す
。

辻
本
　
中
部
大
学
に
は
、千
利
休
の
茶
室
を
復
元
し
た「
工
法
庵
」や
岡
田
憲

久
先
生（
名
古
屋
造
形
大
学
特
任
教
授
）設
計
の
庭
園
な
ど
、伝
統
文
化
を

感
じ
ら
れ
る
場
所
が
あ
り
ま
す
ね
。そ
れ
か
ら
、キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
ち
こ
ち
に

絵
や
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
本
学
に
は
、文
化
的
な
も
の
、

人
間
の
感
性
を
刺
激
し
て
い
く
仕
掛
け
が
た
く
さ
ん
し
て
あ
る
わ
け
で
す
。そ

の
延
長
線
上
に
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
り
ま
す
。

岡
本
　
今
後
日
本
伝
統
文
化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
広
め
て
い
く
た
め
に
良

い
方
法
は
あ
り
ま
す
か
？ 

高
久
　
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
て
、実
際
に
何
人
か
の
学
生
が
、正
門
の
前
で
呼
び

か
け
て
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
広
報
し
て
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

山
口
　
自
分
のInstagram

やTw
itter

に
ア
ッ
プ
す
る
と
良
い
と
思
い

ま
す
。友
達
な
ど
身
近
な
人
か
ら
の
発
信
だ
と
や
っ
て
み
よ
う
か
な
っ
て
思

う
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。全
学
部
全
学
科
の
学
生
に
講
座
を
受
け
て
も
ら
い

た
い
で
す
。

渡
邊
　
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
や
、春
学
期
に

行
っ
た
講
座
の
様
子
、み
ん
な
の
感
想
も
載
せ
れ
ば
関
心
を
持
つ
人
も
増
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
山
　
私
も
山
口
さ
ん
と
同
じ
意
見
で
、S
N
S
を
も
っ
と
利
用
す
る
と
良

い
と
思
い
ま
す
。

辻
本
　
皆
さ
ん
に
も
魅
力
的
に
広
報
し
て
い
た
だ
い
て
、最
終
的
に
は
ク
ラ

ブ
活
動
と
し
て
全
学
生
に
広
げ
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

文
化
の
香
り
豊
か
な
中
部
大
学
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。さ
し
づ
め
皆
さ

ん
は
、そ
の
文
化
大
使
で
す
よ
。

岡
本
　
そ
れ
で
は
時
間
に
な
り
ま
し
た
の
で
、終
わ
り
ま
す
。

一
同
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日本伝統文化推進プロジェクトが始動

TOPIC

2019年度春学期から「日本伝統文化推進プロジェクト」が始まりました。

このプロジェクトで学生は、さまざまな伝統文化に触れ、体験もしていきます。

5月には名古屋観世流能楽の第一人者で重要無形文化財保持者の久田勘鷗先生による能学鑑賞会が行われ、

6月には日本舞踊の西川流四世家元の西川千雅先生と西川まさ子先生による講演会とワークショップが

行われました。今回は、プロジェクト委員長の辻本雅史副学長、委員の岡本聡教授（日本語日本文化学科）と、

6人の学生がプロジェクトの意義や活動内容、プロジェクトの今後について話しました。

かんおう

伊藤優磨さん
日本語日本文化学科1年

小林智春さん
日本語日本文化学科3年

岡本聡教授
日本語日本文化学科

小山真由さん
日本語日本文化学科1年

高久彩音さん
日本語日本文化学科1年

渡邊俊介さん
日本語日本文化学科1年

山口裕加さん
日本語日本文化学科1年

辻本雅史教授
副学長、プロジェクト委員長

- 17 -



10

岡
本
　
は
じ
め
に
、辻
本
先
生
か
ら
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
を
お
話
し
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

辻
本
　
大
学
は
、地
域
に
お
け
る
知
の
拠
点
。で
す
か
ら
、文
化
の
創
造
と
発

信
を
し
て
い
く
拠
点
で
も
あ
り
ま
す
。そ
の
意
味
で
、大
学
は
伝
統
文
化
を
発

信
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。そ
の
た
め
に
皆
さ
ん
に
は
、本
物
の

文
化
に
触
れ
て
、体
験
し
、体
験
し
た
こ
と
を
語
る
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
、飯
吉
厚
夫
理
事
長
・
総
長
の
発
案
で
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
最
近
の
学
生
た
ち
は
、日
本
の
伝
統
文
化
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
い
よ
う

で
す
。グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、日
本
の
伝
統
文
化
を
よ
り
自
覚
的

に
私
た
ち
は
感
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。日
本
文
化
を
知
り
、そ

れ
を
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、文
化
だ
け
で
な
く
、自
分
自
身
が
何
者
で

あ
る
か
分
か
る
よ
う
に
も
な
り
ま
す
。異
文
化
が
鏡
に
な
り
、そ
こ
に
自
分
が

映
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。今
ま
で
自
分
が
何
気
な
く
や
っ
て
き
た
こ
と
が
、そ

の
鏡
を
通
す
と
、日
本
だ
け
の
も
の
の
考
え
方
だ
っ
た
り
、習
慣
だ
っ
た
り
す

る
こ
と
が
見
え
て
く
る
わ
け
で
、い
わ
ば
自
分
発
見
の
た
め
の
作
業
と
い
う
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。

小
林
　
私
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
に
つ
い
て
二
つ
考
え
ま
し
た
。一つ
目

は
、日
本
古
来
の
精
神
を
伝
統
文
化
を
通
し
て
学
ぼ
う
と
い
う
こ
と
。二
つ
目

は
、2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
参
画
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
能
が
認
定
さ
れ
た
こ
と
で
、今
、こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
日
本
の
能
を
は
じ

め
、伝
統
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。私
た
ち
が
学
び
、

社
会
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

岡
本
　
今
後
国
の
方
針
と
し
て
、日
本
固
有
の
伝
統
や
文
化
に
関
す
る
教

育
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
す
。し
か
し
そ
れ
を
十
分
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
る

人
材
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、今
後
を
見
越
し
た
動
き
と
も
言
え
る
と
思

い
ま
す
。そ
れ
で
は
、こ
れ
ま
で
の
講
演
や
、お
稽
古
を
体
験
し
て
い
か
が
で

し
た
か
？

山
口
　
伝
統
文
化
は
近
寄
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、日
本
舞
踊

の
先
生
に
、「
他
の
踊
り
と
同
じ
よ
う
に
考
え
て
み
て
」と
声
を
掛
け
て
い
た

だ
き
、か
し
こ
ま
ら
ず
に
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。先
生
の
踊
り
が
き

れ
い
で
、姿
勢
な
ど
、日
本
人
と
し
て
の
美
意
識
も
教
え
て
い
た
だ
き
、た
め

に
な
る
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

渡
邊
　
は
じ
め
は
、能
や
日
本
舞
踊
の
こ
と
は
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。で
も
、能
と
日
本
舞
踊
の
体
験
で「
す
り
足
」を
し
た
時
に
、中
学
校
3
年

間
や
っ
て
き
た
剣
道
と
根
底
に
あ
る
身
の
こ
な
し
は
同
じ
だ
と
気
付
い
た
の

は
発
見
で
し
た
。

伊
藤
　
僕
も
伝
統
文
化
に
触
れ
る
機
会
が
今
ま
で
な
か
っ
た
の
で
、ど
う
い

う
も
の
な
の
か
詳
し
く
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。で
も
、能
の
公
演
を
見
せ
て

い
た
だ
い
た
と
き
に
、般
若
の
面
を
先
生
が
つ
け
た
瞬
間
、雰
囲
気
が
ガ
ラ
っ

と
変
わ
っ
て
、ち
ょ
っ
と
怖
い
な
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。そ
こ
に
は
日

本
人
と
し
て
、ど
う
い
う
も
の
を
怖
い
と
感
じ
る
か
が
備
わ
っ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。

小
山
　
私
は
能
と
日
本
舞
踊
を
体
験
し
て
、食
わ
ず
嫌
い
を
し
な
い
で
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。実
際
に
稽
古
を
体
験
し
て
み
る

と
、一つ
一つ
の
所
作
に
意
味
が
あ
り
、そ
の
意
味
を
理
解
し
な
が
ら
踊
っ
て
い

く
と
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

小
林
　
能
も
日
本
舞
踊
も
そ
れ
ぞ
れ
の
動
き
に
意
味
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
の
で
、今
後
見
る
機
会
が
あ
っ
た
ら
、も
っ
と
楽
し
め
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。以
前
よ
り
親
近
感
が
湧
き
ま
し
た
。

岡
本
　
日
本
伝
統
文
化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、井
上
徳
之
先
生（
超
伝

導
・
持
続
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）や
高
丸
尚
教
先
生（
ロ

ボ
ッ
ト
理
工
学
科
教
授
）な
ど
理
系
の
先
生
方
も
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
い
ま
し

て
、文
理
融
合
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
一
環
で
天

文
台
に
行
き
ま
し
た
が
、い
か
が
で
し
た
か
。

山
口
　
最
近
理
系
の
事
柄
に
触
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、3
D
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
で
宇
宙
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
新
鮮
で
し
た
。

伊
藤
　
理
系
科
目
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
、ず
い
ぶ
ん
離
れ
て
い
ま
し
た
が
、星

座
が
季
節
や
方
角
を
表
す
た
め
に
も
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、十
二
支
や
十
干

に
も
つ
な
が
る
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
敬
遠
し
て
き
た
理
系
分
野

で
し
た
が
、改
め
て
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

小
林
　
も
と
も
と
宇
宙
や
星
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
が
、文
系
で
は
そ
う
し

た
勉
強
は
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。ま
た
、2
年
生

の
時
に『
地
球
を
観
る
』と
い
う
講
義
を
受
け
ま
し
て
、そ
の
時
に
学
ん
だ
こ

と
が
出
て
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

辻
本
　
秋
学
期
に
も
い
ろ
い
ろ
企
画
し
て
い
ま
す
。落
語
、講
談
な
ど
の
語
り

の
伝
統
文
化
で
す
。そ
れ
か
ら「
殺
陣
」を
、小
川
順
子
先
生（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
教
授
）に
お
願
い
し
て
、講
演
と
実
演
が
か
な
う
と
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、百
人
一
首
も
や
り
た
い
で
す
ね
。言
葉
は
文
化
を
凝
縮

し
た
一つ
の
結
晶
体
だ
と
思
い
ま
す
か
ら
。

岡
本
　
今
後
こ
ん
な
講
座
が
あ
っ
た
ら
良
い
と
思
う
の
は
何
で
し
ょ
う
か
。

高
久
　
中
学
生
の
時
に
、和
太
鼓
部
に
入
っ
て
い
た
の
で
、和
太
鼓
を
使
っ
た

企
画
が
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

山
口
　
古
画
模
写
を
し
て
み
た
い
で
す
。竹
久
夢
二
美
術
館
と
横
山
大
観
記

念
館
に
行
っ
て
き
た
の
で
す
が
、絵
画
の
世
界
に
あ
ま
り
縁
が
な
い
の
で
、模

写
体
験
し
て
み
た
い
で
す
。

渡
邊
　
僕
は
ぜ
ひ
書
家
の
原
田
凍
谷
先
生（
人
間
力
創
成
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
講
師
）の
書
道
を
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

伊
藤
　
中
部
大
学
は
自
然
が
豊
か
な
の
で
、動
物
で
も
植
物
で
も
い
い
の

で
す
が
、そ
う
し
た
も
の
に
関
し
て
の
講
演
な
ど
を
し
て
い
た
だ
い
て
、感

性
や
美
的
感
覚
を
磨
く
も
の
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

小
山
　
伝
統
文
化
に
触
れ
る
ツ
ア
ー
を
し
た
ら
楽
し
そ
う
で
す
ね
。美
術
館

に
行
っ
た
り
、例
え
ば
能
の
中
に
出
て
く
る
建
物
だ
っ
た
り
、関
連
し
た
も
の

を
巡
る
ツ
ア
ー
が
あ
れ
ば
楽
し
い
し
、理
解
も
深
ま
る
と
思
い
ま
す
。

小
林
　
高
校
の
時
に
茶
華
道
部
が
あ
っ
て
、七
夕
の
時
期
に
部
活
動
ご
と
に

お
茶
会
に
呼
ば
れ
て
、お
茶
を
た
て
て
も
ら
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。大
学
に

も
茶
道
部
が
あ
る
の
で
、気
軽
に
伝
統
文
化
を
感
じ
ら
れ
る
企
画
が
あ
る
と

良
い
と
思
い
ま
す
。

辻
本
　
中
部
大
学
に
は
、千
利
休
の
茶
室
を
復
元
し
た「
工
法
庵
」や
岡
田
憲

久
先
生（
名
古
屋
造
形
大
学
特
任
教
授
）設
計
の
庭
園
な
ど
、伝
統
文
化
を

感
じ
ら
れ
る
場
所
が
あ
り
ま
す
ね
。そ
れ
か
ら
、キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
ち
こ
ち
に

絵
や
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
本
学
に
は
、文
化
的
な
も
の
、

人
間
の
感
性
を
刺
激
し
て
い
く
仕
掛
け
が
た
く
さ
ん
し
て
あ
る
わ
け
で
す
。そ

の
延
長
線
上
に
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
り
ま
す
。

岡
本
　
今
後
日
本
伝
統
文
化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
広
め
て
い
く
た
め
に
良

い
方
法
は
あ
り
ま
す
か
？ 

高
久
　
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
て
、実
際
に
何
人
か
の
学
生
が
、正
門
の
前
で
呼
び

か
け
て
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
広
報
し
て
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

山
口
　
自
分
のInstagram

やTw
itter

に
ア
ッ
プ
す
る
と
良
い
と
思
い

ま
す
。友
達
な
ど
身
近
な
人
か
ら
の
発
信
だ
と
や
っ
て
み
よ
う
か
な
っ
て
思

う
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。全
学
部
全
学
科
の
学
生
に
講
座
を
受
け
て
も
ら
い

た
い
で
す
。

渡
邊
　
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
や
、春
学
期
に

行
っ
た
講
座
の
様
子
、み
ん
な
の
感
想
も
載
せ
れ
ば
関
心
を
持
つ
人
も
増
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
山
　
私
も
山
口
さ
ん
と
同
じ
意
見
で
、S
N
S
を
も
っ
と
利
用
す
る
と
良

い
と
思
い
ま
す
。

辻
本
　
皆
さ
ん
に
も
魅
力
的
に
広
報
し
て
い
た
だ
い
て
、最
終
的
に
は
ク
ラ

ブ
活
動
と
し
て
全
学
生
に
広
げ
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

文
化
の
香
り
豊
か
な
中
部
大
学
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。さ
し
づ
め
皆
さ

ん
は
、そ
の
文
化
大
使
で
す
よ
。

岡
本
　
そ
れ
で
は
時
間
に
な
り
ま
し
た
の
で
、終
わ
り
ま
す
。

一
同
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

た
て

く
ほ
う
あ
ん
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会議記録

（準備会）

第１回日本伝統文化推進プロジェクト準備会会議

� 日　時：２０１８年１２月１４日（金）　１５時３０分から１６時３０分

第２回日本伝統文化推進プロジェクト準備会会議

� 日　時：２０１９年１月１７日（木）１６時から１７時

第３回日本伝統文化推進プロジェクト準備会会議

� 日　時：２０１９年２月２２日（金）１０時から１１時３０分

第４回日本伝統文化推進プロジェクト準備会会議

� 日　時：２０１９年３月２２日（金）１３時３０分から１４時３０分

（2019 年度プロジェクト会議）

第 1 回日本伝統文化推進プロジェクト会議

� 日　時：２０１９年４月２６日（金）１３時３０分から１４時４０分

第 2 回日本伝統文化推進プロジェクト会議

� 日　時：２０１９年５月１０日（金）１５時３０分から１６時３０分

第 3 回日本伝統文化推進プロジェクト会議

� 日　時：２０１９年６月１４日（金）１５時３０分から１６時３０分

第 4 回日本伝統文化推進プロジェクト会議

� 日　時：２０１９年７月２６日（金）１５時３０分から１６時３０分

第 5 回日本伝統文化推進プロジェクト会議

� 日　時：２０１９年１０月１日（金）１５時３０分から１６時３０分

第 6 回日本伝統文化推進プロジェクト会議

� 日　時：２０１９年１１月８日（金）１７時から１８時

第 7 回日本伝統文化推進プロジェクト会議

� 日　時：２０２０年１月２２日（水）１４時から１５時

第 8 回日本伝統文化推進プロジェクト会議

� 日　時：２０２０年２月２８日（金）１０時３０分から１１時３０分

第 9 回日本伝統文化推進プロジェクト会議

� 日　時：２０２０年３月１９日（木）１３時３０分から１４時３０分
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プロジェクトメンバー

辻本　雅史　　　　副学長

山田　公夫　　　　理事・総長補佐

高丸　尚教　　　　工学部ロボット理工学科教授

永田　典子　　　　人文学部日本語日本文化学科教授

岡本　聡　　　　　　　　　　〃

三浦　陽一　　　　人文学部歴史地理学科教授

井上　徳之　　　　超伝導・持続可能ｴﾈﾙｷﾞｰ研究ｾﾝﾀｰ教授

垣立　昌寛　　　　大学事務局次長・学生教育部長

永平　三喜　　　　人文学部事務室事務長

人文部学部事務室　（プロジェクトの庶務）
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